
ま え が き

今回公表する「数値流体力学大全」は筆者らの解説・講義原稿・研究成果を，内容が分かり易くなるよう

に，蓄積してきたメモをもとに加筆・修正したものです．

大全というには内容不十分で，これは努力目標というところです．

執筆に際しては正確を期したつもりですが，筆者の年齢を考えると誤りも多いと思われます．誤りや不適

切な表現に気付かれましたときにはご指摘いただければ幸いです．特にプログラムは本文の記述に合わせ一

部書き換えており，また全面的に書き換えたものもあります．簡単な例題を走らせるなどして，誤りのない

ことを確かめてからご使用ください．

皆様の何らかのお役にたてれば幸甚です．

2009年 3月　筆　　者

2012年 3月 5日 7章 付録追加．11章 表題変更，11.1節追加，図 11.6に関し加筆．12章 12.7節追加．
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